
⑨

海
野
清
の
在
外
研
究

放
し
、
よ
り
広
い
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
認
識
を
植
え
つ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
当

時
は
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
は
洋
裁
の
方
面
で
使
わ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
工
芸

分
野
で
の
使
用
が
一
般
化
す
る
の
は
第
二
次
大
戦
以
後
だ
が
、
図
案
部
で
は
こ

の
改
革
の
頃
か
ら
盛
ん
に
使
わ
れ
始
め
た
。
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
は
デ
ザ
イ
ン

と
は
何
か
と
い
う
新
た
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
勉
強
に
取
り
組
み
、
そ
こ
に
戦

後
新
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
活
躍
す
る
基
盤
が
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
新
鮮

な
発
想
、
現
代
生
活
に
即
応
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
附
い
た
教

育
改
革
は
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
意
見
に
対
し
て
、
改
革
以
後
、
古

め
か
し
い
指
函
法
な
が
ら
も
生
徒
に
日
本
の
伝
統
を
深
く
学
ば
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
基
礎
的
な
力
を
つ
け
さ
せ
、
そ
れ
を
土
台
に
し
て
各
自
新
し
い
方
向
を
開

拓
さ
せ
る
と
い
う
島
田
時
代
の
基
本
的
方
針
が
崩
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
生
徒

一
般
に
巧
緻
な
表
現
技
術
を
欠
く
傾
向
が
生
じ
た
こ
と
を
批
判
す
る
意
見
も
あ

る
。四

、
夏
季
休
業
中
の
教
室
使
用
禁
止

昭
和
七
年
六
月
二
十
二
日
、
和
田
校
長
は
主
任
、
理
事
、
教
授
会
議
を
開

き
、
そ
の
決
識
に
基
づ
い
て
夏
季
休
業
中
の
生
徒
の
教
室
使
用
を
禁
止
す
る
こ

と
と
し
、
同
二
十
四
日
、
各
教
員
に
通
逹
し
た
。
例
年
、
夏
休
み
中
は
秋
の
官

展
出
品
を
目
ざ
す
生
徒
た
ち
が
教
室
を
借
り
て
制
作
に
邁
進
す
る
の
が
常
で
あ

っ
た
が
、
和
田
校
長
は
前
出
の
「
か
く
信
じ
、
か
く
行
ふ
」
の
主
旨
に
甚
づ
い

て
断
乎
こ
れ
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
翌
八
年
に
は
「
生
徒
心
得
」
を

改
正
し
、
生
徒
の
展
覧
会
出
品
を
制
限
す
る
措
置
も
と
ら
れ
る
。

⑩ 
さ
れ
た
。

「
天
心
岡
倉
先
生
」
の
寄
贈
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金
工
科
教
授
の
海
野
清
は
、
昭
和
七
年
六
月

一
日
、
文
部
省
よ
り
金
工
技
術

研
究
の
為
、
満
一
年
間
フ
ラ
ン
ス
在
留
を
命
じ
ら
れ
、
帝
展
審
査
を
了
え
て
十

月
十
八
日
に
東
京
を
出
発
。
同
九
年
一
月
十
四
日
に
怖
朝
し
た
。

海
野
清
は
海
野
勝
眠
の
四
男
と
し
て
明
治
十
七
年
に
東
京
に
生
ま
れ
、
早
稲

田
大
学
法
科
中
退
後
、
同
三
十
九
年
、
本
校
金
工
科
に
入
学
。
叔
父
の
海
野
美

盛
（
水
戸
派
）
と
清
水
南
山
（
加
納
派
）
に
師
事
し
た
。
大
正
六
年
に
本
校
金

工
科
助
手
、
同
八
年
に
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
七
年
三
月
に
教
授
と
な
っ

た
。
中
野
政
樹
「
海
野
清

・
人
と
作
品
」
（
『
人
間
国
宝
シ
リ
ー
ズ
28

佐
々
木
象

幽
／
海
野
清
／
魚
住
為
楽
』
昭
和
五
十
四
年
、
講
談
社
）
に
よ
る
と

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
と
呼
ば
れ
る
ま
で
外
国
に
行
か
な
い
よ
」
と
つ
ね
づ
ね
言
っ
て
い
た
海
野

は
、
教
授
と
な
っ
た
年
に
渡
欧
し
た
。
教
授
で
あ
っ
た
た
め
に
ル
ー
ブ
ル
博
物

館
、
大
英
博
物
館
、

エ
ジ
プ
ト
博
物
館
等
で
も
、

一っ

―
つ
手
に
と
っ
て
調
査

研
究
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
海
野
重
男
氏
談
）
と
い
う
。
滞
欧
中
の
足
跡
に
つ

い
て
は
未
詳
だ
が
、
目
的
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
西
欧
の
金
属
工
芸
の
技
法

を
研
究
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
は
元
来
、
水
戸
派
彫
金
の
正
統
な
継
承
者

で
、
特
に
毛
彫
の
技
法
に
秀
で
て
い
た
が
、
こ
の
留
学
に
よ
り
西
欧
技
法
を
採

り
入
れ
、
ま
た
技
術
面
以
外
に
、
金
屈
工
芸
の
理
論
家
と
し
て
も
完
成
さ
れ
て

行
く
こ
と
に
な
る
。
帰
国
し
た
年
の
帝
展
出
品
作
品
「
青
銀
花
器
」
は
、
胴
の

左
右
に
ス
カ
ラ
ベ
を
打
出
し
た
鉛
付
、
中
央
に
ロ

ー
ク
ス
の
花
を
あ
し
ら
っ
た

も
の
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
芸
術
の
影
孵
を
強
く
受
け
、
西
欧
の
造
型
と
日
本
の

伝
統
技
術
が
よ
く
融
合
し
て
新
し
い
日
本
工
芸
の
傾
向
を
示
し
た
も
の
と
評
価

昭和 7年



昭
和
七
年
十
月
、
ハ
ー
ヴ

ァ
ー
ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
よ
り
本
校
へ
下
村

観
山
筆

「
天
心
岡
倉
先
生
」
（
紙
本
淡
彩
、
掛
幅
装
）
が
寄
贈
さ
れ
た
。
『
東

京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十

一
巻
第
五
号
の
口
絵
に
そ
の
写
真
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
矢
代
幸
雄
が
同
誌
に
次
の
よ
う
な
解
説
を
寄
稿
し
て
い

る
。

下
村
観
山
筆

「

天

心

先

生

像

」

に

就

い

て

矢

代

幸

雄

今
回
米
國
ハ

ー＇
ヴ
ァ
ー
ト
大
學
よ
り
下
村
観
山
筆
「
天

心
先
生
像
」
の
寄

贈
を
受
け
た
が
、
そ
の
寄
附
の
次
第
と
こ
の
綸
の
成
立
と
に
就
き
説
明
を
試

み
た
い
と
思
ふ
。

こ
の
給
は
も
と
ラ
ン
グ
ド
ン

・
ウ
オ
ー
ナ
ー
氏
の
所
有
で
あ
っ
た
。
同
氏

は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ト
大
學
附
濁
フ
ォ
グ
美
術
館
の
東
洋
部
長
で
あ
る
が
、
岡
介

先
生
の
弟
子
で
、
先
生
が
英
文
の
著
作
を
さ
れ
る
時
手
偉
ひ
を
し
た
り
し
た

人
で
あ
る
。
國
密
帳
の
英
繹
も
こ
の
人
の
手
助
け
に
よ
り
成
つ
て
ゐ
る
。
そ

し
て
同
氏
は
度
々
日
本
に
来
た
こ
と
も
あ
り
、
下
村
観
山
氏
と
は
親
交
が
あ

っ
た
。
「
天
心
先
生
像
」
は
観
山
氏
が
ウ
ォ

ー
ナ
ー
氏
に
典
へ
た
も
の
で
あ

る
。
ウ

ォ
ー
ナ
ー
氏
は
こ
の
給
が
日
本
美
術
界
に
と
つ
て
一意
味
深
い
も
の
で

あ
る
か
ら
日
本
に
送
り
た
い
と
い
ふ
希
望
を
持
ち
、
嘗
て
之
を
観
山
氏
の
令

息
に
も
自
分
に
も
漏
ら
し
て
ゐ
た
。
昨
年
岡
倉
由
三
郎
氏
が
日
本
美
術
展
覧

會
の
こ
と
で
渡
米
さ
れ
た
際
、
こ
の
綸
を
日
本
の
何
鹿
に
脂
る
べ
き
か
に
就

い
て
ウ
ォ
ー
ナ

ー
氏
よ
り
相
談
を
受
け
、
岡
倉
先
生
が
創
立
さ
れ
た
日
本
美

術
院
に
す
べ
ぎ
か
、
叉
初
代
校
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
現
在
立
派
な
銅
像
も
立

て
ら
れ
て
ゐ
る
東
京
美
術
學
校
に
す
べ
き
か
ゞ
問
題
と
な
っ
た
が
、
結
局
本

校
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宜
際
は
ウ
ォ
ー
ナ
ー
氏
個
人
の
寄
附
で

生
自
筆
の
手
紙
を
、
観
山
氏
が
巧
み
に
切
貼
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
観
山
氏

あ
る
が
公
式
に
は
フ
ォ
グ
美
術
館
東
洋
部
の
名
に
な
っ
て
ゐ
る
。

次
に
こ
の
組
の
成
立
で
あ
る
が
、
こ
の
紛
は
大
正
十

一
年
日
本
美
術
院
再

興
第
九
回
展
既
會
に
観
山
氏
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
岡
倉
先
生
の
肖
像
の
下
箱

で
あ
る
。
従
っ
て
岡
倉
先
生
歿
し
て
十
年
後
の
製
作
に
な
る
の
で
寓
生
で
は

な
い
。
然
る
に
こ
の
展
党
會
出
品
の
綸
は
大
正
十
二
年
の
震
災
常
時
日
本
美

術
院
の
辰
澤
延
次
郎
氏
の
所
に
あ
っ
て
燒
け
て
し
ま
っ
た
。
観
山
氏
は
之
を

甚
だ
逍
憾
と
し
、
燒
け
た
給
の
草
稿
を
取
出
し
筆
を
入
れ
彩
色
を
施
し
て
幅

に
し
た
。
現
在
で
は
箪
に
草
稿
で
は
な
く
、
完
成
さ
れ
た
箱
と
な
っ
て
ゐ

る
。
こ
れ
が
今
度
寄
贈
さ
れ
た
「
天
心
先
生
像
」
で
あ
る
。
こ
の
給
に
於
て

は
観
山
氏
が
自
分
の
傾
倒
し
て
ゐ
た
岡
倉
先
生
の
面
目
を
躍
如
た
ら
し
め
ん

為
、
先
生
の
風
貌
習
癖
等
を
窟
し
て
逍
憾
の
な
い
事
が
見
ら
れ
る
。
左
手
で

煙
草
を
の
み
な
が
ら
酎
を
捻
る
所
や
、
書
き
物
を
す
る
際
紙
を
斜
に
置
く
等

も
先
生
の
癖
で
あ
っ
た
。
着
物
は
遁
服
で
あ
る
が
先
生
が
さ
る
道
士
と
支
那

で
議
論
を
さ
れ
た
時
附
ら
れ
た
も
の
で
、
故
人
の
愛
用
さ
れ
た
も
の
、
逍
士

の
間
に
あ
る
階
級
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
帽
子
は
黒
紗
で
、
丸
い
部
分
は
羅
紗

に
文
様
を
縫
取
し
た
も
の
、
又
下
の
青
い
部
分
は
翡
翠
に
龍
を
毛
彫
し
た
も

の
で
あ
る
。
展
覧
會
に
出
品
さ
れ
た
紺
と
こ
の
給
と
違
っ
て
ゐ
る
黙
は
彩
色

に
於
て
後
者
が
淡
彩
で
あ
る
上
慮
々
前
者
と
配
合
の
上
に
相
違
を
見
る
の

と
、
机
上
の
巻
紙
に
は
前
者
に
は
何
等
文
字
を
持
た
な
い
が
、
後
者
に
は
岡

倉
先
生
自
筆
の
文
字
が
あ
る
。
こ
の
巻
紙
の
字
は
観
山
氏
に
宛
て
ら
れ
た
先

が
平
家
物
語
の
綸
巻
を
描
か
う
と
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
岡
介

先
生
が
そ
の
筋
書
を
書
い
て
下
さ
っ
た
時
の
手
紙
で
あ
る
。
観
山
氏
は
岡
介

〔邦〕

〔像〕

天
心、

狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
那
の
三
氏
を
三
恩
師
と
し
、
三
人
の
肖
豫
を
描

第2窪 制度確立期 608 



と
は
裏
腹
に
当
時
は
左
奨
思
想
に
共
鳴
す
る
者
が
本
科
以
上
に
多
く
、

は
、
本
科
生
た
ち
が
主
に
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
と
の
関
連
の
上
で
活
動
し
彼

ら

會
、
細
胞
會
談
等
ヲ
開
催
ッ
偶
々
錦
巷
會
ノ
内
紛
起
ル
ヤ
錦
巷
会
擁
護
同
盟

行
方
正
、
身
体
健
全
、
成
績
優
秀
が
条
件
と
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
う
し
た
制
約

科
生
は
将
来
教
職
に
就
く
た
め
本
科
生
よ
り
も
素
行
を
厳
し
く
監
視
さ
れ
、
品

い
て
後
世
に
残
し
た
い
と
念
じ
て
ゐ
た
が
、
芳
崖
の
は
全
く
出
来
ず
、
雅
邦

の
は
草
稿
だ
け
出
来
、
天
心
先
生
の
は
今
回
寄
贈
さ
れ
た
綸
の
み
残
る
こ
と

4

な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
本
文
は
十
月
十
八
日
矢
代
教
授
が
都
下
各
新
聞
社
記
者
を
集
め
て
「
天
心

先
生
像
」
に
つ
き
説
明
せ
ら
れ
た
の
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
〔
規

矩
男
〕
）

⑪

学
生
思
想
取
締
り
強
化

昭
和
七
年
、
本
校
は
生
徒
の
左
爽
思
想
取
締
り
を
俄
か
に
強
化
し
て
該
当
者

の
大
盆
処
分
を
実
施
し
た
。
そ
の
最
初
は
一
月
二
十
六
日
の
図
画
師
範
科
三
年

生
田
中
儀
蔵
の
諭
旨
退
学
決
定
で
あ
る
。
こ
の
田
中
の
逮
捕
、
退
学
お
よ
び
為

人
な
ど
に
つ
い
て
は
宇
佐
美
承
著
『
池
袋
モ
ン

バ
ル

ナ
ス
』
（
平
成
二
年
、
集
英

社
）
に
も
記
述
が
あ
る
。

田
中
俊
蔵
は
昭
和
四
年
に
ト
ッ
プ
で
図
画
師
範
科
に
入
学
し
、
成
娯
俊
秀
、

向
学
心
旧
盛
で
、
周
囲
の
信
望
を
集
め
た
生
徒
で
あ
っ
た
。
二
年
後
輩
の
上
野

誠
も
「
美
校
時
代
に
人
間
的
に
も
思
想
的
に
も
影
響
を
受
け
た
の
は
田
中
義
三

〔俵
蔵
〕
さ
ん
で
す
。
秀
オ
で
伯
味
の
あ
る
人
で
魅
力
的
な
、
み
ん
な
の
怖
れ

の
的
の
よ
う
な
人
で
し
た
。」
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
史
資
料
日
」

『形
象
』
第
五

号
。
昭
和
三
十
七
年
一二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
田
中
は
一
年
生
が
終
る
頃
、

に
勧
め
ら
れ
て
共
産
主
義
青
年
同
盟
に
加
わ
り
、
活
動
を
始
め
た
。
図
画
師
範
先
輩

記

東
京
美
術
學
校
長
正
木
面
彦
殿

闘
盟
師
範
科
主
任
平
田
榮
二
回

生
徒
慮
分
二
関
ス
ル
申
請

た
の
に
対
し
て
、
教
育
関
係
の
左
奨
団
体
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
田
中
は
そ

の
中
心
人
物
で
あ
り
、
そ
の
た
め
詈
察
に
マ
ー
ク
さ
れ
、
卒
業
を
目
前
に
控
え

た
昭
和
七
年
一
月
の
あ
る
日
、
教
育
実
習
に
行
く
た
め
級
友
た
ち
と
校
門
を
出

た
と
こ
ろ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
彼
が
二
十
九
日
間
の
拘
留
を
終
え
て
出
て
来
た
と

き
に
は
既
に
論
旨
退
学
処
分
が
決
定
（
実
施
は
同
年
三
月
）
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
田
中
の
逮
捕
は
非
合
法
組
織
の
共
産
主
義
青
年
同
盟
員
と
し
て
の
活
動

と
い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
が
、
本
校
の
処
分
の
理
由
は
そ
う
し
た
左
爽
活

動
の
外
に
も
う
―
つ
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
文
書
か
ら
分
か
る
。

園
登
師
範
科
三
年

田

中

儀

蔵

右
者
昭
和
六
年
十

二
月
四
日
師
範
科
在
學
生
二
到
シ
不
穏
ナ
ル
行
動
ヲ
ト
リ

生
徒
ト
シ
テ
ノ
本
分
二
背
仄
シ
且
ッ
別
項
記
ス
ガ
如
キ
過
激
ナ
ル
思
想
的
背

尿
ヲ
持
チ
テ
宜
際
運
動
二
批
リ
タ
ル
事
宜
頻
著
ナ
ル
ニ
付
本
校
規
則
第
二
十

二
條
二
依
リ
除
名
相
成
度
此
段
申
請
仕
候
也

闘
盟
師
範
科
三
年

田

中

儀

蔵

右
者
昭
和
四
年
五
六
月
頃
（
当
時
岡
霊
師
範
科
二
年
）
ヨ
リ
社
會
科
駆
ノ
研

究
二
興
味
ヲ
持
チ
始
メ
昭
和
六
年
四
月
中
旬
R
.
S
二
加
盟
シ
次
イ
デ
同
年

六
月
下
旬
細
胞
組
織
ノ
一
員
ト
ナ
リ
自
宅
其
他
敷
個
所
二
於
テ
隈
々
研
究

卜
聯
絡
ヲ
ト
リ
テ
昭
和
六
年
十
二
月
四
日
師
範
科
在
學
生
ノ
大
部
分
ヲ
上
野
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